
企業・団体部門

ダイキンレクザムエレクトロニクス株式会社

「目指せ！ 環境先進企業」
■省エネ活動

・蛍光灯間引き点灯 ・遮熱塗料塗布 ・複合機の昼休み電源OFF

・省エネパトロールの実施 ・省エネ空調機器更新

■廃棄物削減

・梱包材リユース化 ３Ｒの推進

■環境推進活動、生物多様性推進

・「地域活動」 地域清掃活動（ごみゼロ作戦） 【2回／年】

・「びわ湖の日」 環境美化活動への参加 【1回／年】

・「水質事故被害拡大防止訓練」 の社内への展開

■その他

・環境推進委員会（１回／月）

・部門別活動進捗フォロー、意識付け、情報共有化

・フロン排出抑制法への対応（簡易・定期点検の実施）

・環境教育の実施（環境方針、本来業務と環境との係わりについて等）

環境活動と本来業務との一体化を推進してきた結果、部品納入先も含めた活動の展開がなされるようになりました。

従業員教育については、環境認識教育、環境ｅラーニング教育及び本来業務教育（部門別実施）を三本柱として定

期的に実施しています。

ポイント
企業全体で環境保全活動に取り組み、一人ひとりの環境に対する意識
を高められ、省エネ等の成果を向上されています。

省エネ実績 （Ｈ23年～Ｈ27年）
・電力使用量（Ｋｗｈ）
２０１１年度 ⇒ ２０１５年度 １６．３％削減
・ＣＯ2排出量（トン）
２０１１年度 ⇒ ２０１５年度 １２．５％削減

＜遮熱塗料塗布による省エネ＞

＜ ｢びわ湖の日｣環境美化活動＞

くさつエコスタイルコンテストとは

このコンテストは、市内で行われている優れた地球温暖化防止の取り組
みを企業・団体部門、一般部門、子ども部門の各部門ごとに表彰し、温暖
化防止に向けた取り組みを地域に発信し、普及拡大させることを目的とし
ています。

受賞内容を参考に地球温暖化防止に向けてみんなで取り組みましょう。

これまでの受賞者については草津市環境課ホームページを御覧ください。
トップページ ⇒ くらし ⇒ 環境・ごみ・リサイクル⇒ 環境 ⇒ 温暖化対策

大 賞
大五産業株式会社

「人と自然環境の明日のために」

■社内の電力使用量および水道使用量について、全社的に無駄の削減に取り組みます。

水道使用量、電気使用量を削減することにより、温室効果ガスの排出抑制につながります。

■市内の小学校に環境学習（廃棄物関連）の講師を派遣します

小学生への環境学習を行うことにより、草津市内の家庭内での

ごみの分別と出し方、減量への関心が高まることで、一人ひとりの

温室効果ガスの排出抑制につながります。

■市内の各事業所に古紙の分別を啓発し、

焼却物削減のため古紙回収活動を行います

焼却物で扱われている古紙を分別回収し、リサイクルすること

により、温室効果ガスの排出削減につながります。

ポイント
市内各小学校・事業所に環境に関する啓発をし、市域全体に環境保全
に対する意識付けを行っています。

＜小学校での環境学習の様子＞

＜古紙回収の取り組み＞

草津市国際交流協会

「『環境＋国際理解』イベントの充実」

■環境にやさしい体験講座の実施

環境団体とともに、調理の際にガスや電気などのエネルギーを使わないエコチョコ作

りやエコキャンドル作りなど、環境にやさしい体験講座を実施しています。

■他団体と協力して「第９回世界と出会う交流広場」を開催

世界で取組まれている様々な環境活動について、イベントを通して

地域の多くの方々に学んで頂きました。

また、草津市駅前での「クサツハロウィン２０１６」等にも参加し、

エコキャンドル作りを普及しました。

■自然にふれて環境の大事さを感じてもらう留学生交流

イベントの実施

「留学生と一緒に滋賀を学ぶバスツアー」を実施しました。

１１カ国４２名の留学生と共に、自然由来の染料である

藍染めの体験や環境に配慮されている工場の見学を行い、

自然とふれあいながら、留学生と交流を深めました。

ポイント
エコや自然とふれあいながら国際交流イベント等を積極的に実施され
ています。

＜エコキャンドル作り＞

＜滋賀を学ぶバスツアーの様子＞

優秀賞

優秀賞



発行：草津市環境課

一般部門

山田小学校５年生 馬場拓海さん
題名「ぼくの夏休みの取り組み3R」

子ども部門（絵日記）

大 賞

志津小学校６年生 波多野空美さん
題名「エコとリサイクル」

草津小学校５年生 谷優理子さん
題名「エコな取り組み『グリーンカーテン』」

優秀賞 優秀賞

田中 和子 さん

「未来の子供達の為に、今、私が出来る事」

■夏、スーパーに行くときは保冷カバンの中に小さい保冷剤を１つ入れて買い物をします。

食材が常温に戻るのを防ぐのと共に、冷蔵庫で再び冷やすのを防ぐことができます。

■ブロッコリーの茎は捨てず、太い軸は

包丁で皮をむきスライスして食べ、ごみを減らします。

■ゆで卵は、ガスコンロを使用せずに作ります。

炊飯器に米と水を入れ、ご飯を炊く準備をする時、

アルミホイルに生卵をのせ、包んだらそのまま

炊飯器の中に入れてセットします。

ご飯が炊けるのと同時にゆで卵も完成します。

よって、ガス・IH機器を使用しないのでエコです。

■冷蔵庫の中に、物を詰め込みすぎないようにし、電力が上がるのを防いでいます。

保存している食材はこまめにチェックし、捨てることがないように食べきっています。

野菜も買いすぎて腐らすことが無いよう、必要な量しか買わないようにしています。

ポイント
買い物や料理、収納方法など、身近なところからエコスタイルを実践
されています。

＜ブロッコリーの調理＞

＜ゆで卵の作り方＞

木村 健次 さん

「我が家のエコ」
■ゴーヤー、きゅうりなどを栽培し、

夏のグリーンカーテンに取り組んでいます。

グリーンカーテンによって、普段は日当たりの良い

リビングにも程よく陰ができ、涼しくなります。

また、収穫した実を食べることで、地産地消になります。

■米は玄米で購入し、精米後の米ぬかを家庭菜園に活用しています。

■太陽熱給湯機を設置し、沸かしたお湯をシャワーや

洗い物等で利用しています。夏場は太陽熱だけで７０℃まで

水温が上昇するので、ガス代の節約になっています。

■人感センサー付液晶テレビを使用しています。

リビングに人がいなくなったり、一定時間信号が無くなったり

すると自動で液晶画面が消えるので、省エネです。

ポイント
グリーンカーテンや家庭菜園により、美味しく食べられてエコな行動
を実践されています。

＜ゴーヤーカーテン＞

＜人感センサー付液晶テレビ＞

＜家庭菜園＞

優秀賞

優秀賞


